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第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
並
び
に
第
二
十
二
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
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お
け
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民

主
党
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約
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の
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係
に
関
す
る
再
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に
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し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
浅
野
貴
博
君
提
出
第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
並
び
に
第
二
十
二
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
け

る
民
主
党
公
約
と
政
府
の
施
策
と
の
関
係
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
、
二
、
四
、
六
、
七
及
び
九
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
「
包
括
的
経
済
連
携
に
関
す
る
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
二
年
十
一
月
九
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
基
本

方
針
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
世
界
の
主
要
貿
易
国
と
の
間
で
、
高
い
レ
ベ
ル
の
経
済
連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
、
農
業

分
野
に
お
け
る
持
続
可
能
な
力
強
い
農
業
を
育
て
る
た
め
の
対
策
、
規
制
制
度
改
革
分
野
に
お
け
る
国
内
の
成
長
力
を
高
め

て
い
く
た
め
の
対
策
等
、
適
切
な
国
内
改
革
を
先
行
的
に
推
進
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及

び
第
二
十
二
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
内
容
の
実
現
に
向
け
て
誠
実
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
係
る
交
渉
」
は
行
っ
て
い
な
い
。

五
及
び
十
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
逆
行
す
る
政
策
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
、
二
、
四
、
六
、
七
及
び
九

一



に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
御
指
摘
の
第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

及
び
第
二
十
二
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
内
容
の
実
現
に
向
け
て
誠
実
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
及
び
そ
れ
以
外
の
主
要
国
・
地
域
と
の
経
済
連
携
の
推
進

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
御
指
摘
の
第
二
十
二
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
後
も
、
例
え
ば
、
平
成
二
十
三
年
五

月
に
ペ
ル
ー
と
の
経
済
連
携
協
定
（
以
下
「
Ｅ
Ｐ
Ａ
」
と
い
う
。
）
に
署
名
し
、
同
年
八
月
に
イ
ン
ド
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
発
効

さ
せ
る
と
と
も
に
、
同
年
三
月
に
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
を
開
始
す
べ
き
旨
の
提
言
を
含
む
モ
ン
ゴ
ル
と
の
官
民
共
同
研
究
の
報
告
書

を
取
り
ま
と
め
る
な
ど
具
体
的
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

十
一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い
て
は
、
経
済
連
携
の
推
進
等
の
貿
易
政
策
に
つ
い

て
は
、
「
米
国
と
の
間
で
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
交
渉
を
促
進
し
、
貿
易
・
投
資
の
自
由
化
を
進
め
る
。
そ
の
際
、

食
の
安
全
・
安
定
供
給
、
食
料
自
給
率
の
向
上
、
国
内
農
業
・
農
村
の
振
興
な
ど
を
損
な
う
こ
と
は
行
わ
な
い
。
」
、
「
ア

二



ジ
ア
・
太
平
洋
諸
国
を
は
じ
め
と
し
て
、
世
界
の
国
々
と
の
投
資
・
労
働
や
知
的
財
産
な
ど
広
い
分
野
を
含
む
経
済
連
携
協

定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
、
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
交
渉
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。
そ
の
際
、
食
の
安
全
・
安
定
供
給
、
食
料

自
給
率
の
向
上
、
国
内
農
業
・
農
村
の
振
興
な
ど
を
損
な
う
こ
と
は
行
わ
な
い
。
」
と
記
述
さ
れ
て
い
た
も
の
と
承
知
し
て

い
る
。

ま
た
、
御
指
摘
の
第
二
十
二
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い
て
は
、
経
済
連
携
の
推
進
等
の
貿
易
政

策
に
つ
い
て
は
、
「
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
人
や
モ
ノ
の
交
流
を
活
性
化
さ
せ
、
特
に
ア
ジ
ア
を
中
心

と
す
る
経
済
の
活
力
を
国
内
に
取
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。
」
、
「
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
各
国
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交
渉
な

ど
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
投
資
規
制
の
自
由
化
・
緩
和
な
ど
の
国
内
制
度
改
革
に
一
体
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
」

と
記
述
さ
れ
て
い
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

十
二
に
つ
い
て

具
体
的
な
日
時
に
つ
い
て
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
す

る
以
前
か
ら
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
以
下
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
と
い
う
。
）
協
定
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
た
。

十
三
に
つ
い
て

三



お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
政
治
家
個
人
又
は
特
定
の
政
党
の
活
動
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場

に
な
い
。

十
四
に
つ
い
て

狭
義
の
自
由
貿
易
協
定
（
以
下
「
Ｆ
Ｔ
Ａ
」
と
い
う
。
）
と
は
、
物
品
の
関
税
や
サ
ー
ビ
ス
貿
易
の
障
壁
等
を
削
減
又
は

撤
廃
す
る
協
定
を
指
す
。
一
方
、
狭
義
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
要
素
を
含
み
、
さ
ら
に
、
投
資
の
促
進
及
び
保
護
、
知
的
財
産
の
保
護
、

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
整
備
等
の
幅
広
い
分
野
を
含
む
協
定
を
、
我
が
国
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
呼
ん
で
い
る
。

十
五
及
び
十
六
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
二
国
間
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
及
び
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
相
手
国
と
の
二
国
間
の
経
済
関
係
を
基
礎
と
し
て
、
両
国
の
経
済

連
携
を
強
化
す
る
取
組
で
あ
る
一
方
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
は
、
こ
う
し
た
二
国
間
の
要
素
を
含
み
つ
つ
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に

お
け
る
二
十
一
世
紀
型
の
貿
易
・
投
資
ル
ー
ル
の
形
成
を
目
指
す
取
組
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ

Ｐ
）
を
包
括
的
な
自
由
貿
易
協
定
と
し
て
追
求
し
て
い
く
上
で
一
つ
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

十
七
に
つ
い
て

十
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
御
指
摘
の
第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
第
二
十
二
回
参
議
院
議
員
通

四



常
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い
て
は
、
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
諸
国
を
は
じ
め
と
し
て
、
世
界
の
国
々
と
の
投
資
・
労
働
や

知
的
財
産
な
ど
広
い
分
野
を
含
む
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
、
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
交
渉
を
積
極
的
に
推
進
す

る
。
」
、
「
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
各
国
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交
渉
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
投
資
規
制
の
自

由
化
・
緩
和
な
ど
の
国
内
制
度
改
革
に
一
体
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
」
な
ど
と
記
述
さ
れ
て
い
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
そ
の
後
決
定
し
た
基
本
方
針
等
も
踏
ま
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
参
加
に
向
け
て
関
係
国
と
の
協
議
に
入
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

五


